
り
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
上
洛
し
て
上
原
道
悦
に
医
術
を
学
ん
だ
。

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
琉
球
に
渡
り
、
同
四
年
（
一
六
八
七
）

秋
に
鹿
児
島
に
帰
っ
た
。
翌
五
年
（
一
六
八
八
）
再
度
上
洛
し
て
、

北
尾
芳
庵
法
師
に
医
学
を
学
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
徳
明
か
ら
学
ん
だ
医
術
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
道

与
の
口
か
ら
直
接
京
都
の
医
師
に
も
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

寺
井
玄
渓
は
、
赤
穂
義
士
か
ら
列
外
の
同
志
と
し
て
信
頼
さ
れ
た

元
赤
穂
藩
医
で
あ
る
。
父
祖
は
三
河
の
武
士
で
父
の
代
ま
で
は
本
多

出
雲
守
政
利
に
仕
え
、
主
家
改
易
に
よ
り
浪
人
と
な
っ
た
。
玄
渓
は

京
都
へ
出
て
町
医
を
開
業
、
そ
の
経
歴
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
が
桐
庵

と
号
し
た
。
元
禄
十
三
年
赤
穂
藩
の
筆
頭
藩
医
と
し
て
、
藩
主
内
匠

頭
長
矩
に
仕
え
た
。
時
既
に
七
十
九
歳
。
赤
穂
藩
が
何
故
に
こ
の
老

医
を
召
抱
え
た
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
前
任
者

く
も
で

ご
ふ
き

の
口
分
田
玄
瑞
は
長
矩
の
持
病
・
瘤
（
浅
野
家
で
は
こ
れ
を
御
病
気
と

い
っ
た
）
を
治
す
に
は
玄
渓
が
最
適
任
で
あ
る
と
考
え
て
推
挙
し
た

故
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
江
戸
城
松
之
大
廊
下
に
お
い
て
長
矩
が

吉
良
上
野
介
へ
刃
傷
に
及
ぶ
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
事
件
当
日
も

薬
湯
を
進
め
た
玄
渓
は
、
人
一
倍
自
責
の
念
に
か
ら
れ
、
急
ぎ
赤
穂

赤
穂
義
士
を
支
援
し
た
元
赤
穂
藩
医
・

寺
井
玄
渓

木
下
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へ
帰
り
、
家
老
大
石
内
蔵
助
に
涙
な
が
ら
に
深
く
詫
び
た
と
い
う
。

程
な
く
、
息
玄
達
の
住
む
京
都
へ
帰
り
、
診
療
を
助
け
る
傍
ら
後

か
ら
続
灸
と
上
洛
し
て
く
る
浪
士
の
世
話
を
引
き
受
け
た
。
の
ち
玄

達
と
別
れ
て
円
山
の
一
角
長
楽
寺
下
に
居
を
移
し
、
同
志
会
合
の
場

所
と
し
て
提
供
、
ま
た
京
都
と
江
戸
の
秘
密
文
言
の
中
継
を
引
き
受

け
た
り
、
労
を
惜
し
ま
ず
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
援
し
た
。
勿
論

内
蔵
助
も
山
科
か
ら
京
へ
出
る
度
に
訪
ね
て
来
て
は
情
報
を
交
換
し

て
い
た
。

翌
十
五
年
七
月
二
十
八
日
仇
討
ち
決
行
の
た
め
の
最
終
会
議
が
、

玄
渓
宅
近
く
の
円
山
安
養
寺
塔
頭
で
開
か
れ
た
。
世
に
い
う
円
山
会

議
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
、
同
志
一
党
は
次
為
と
東
下
り
し
て
行
く
こ
と
に
な

り
、
玄
渓
も
同
行
せ
ん
と
主
張
し
て
止
ま
な
い
。
内
蔵
助
は
遂
に
一

言
を
送
り
出
府
を
留
め
た
。
そ
れ
で
は
、
せ
め
て
伜
玄
達
を
お
連
れ

願
い
た
い
。
ご
一
党
の
病
気
、
怪
我
の
治
療
や
使
い
番
だ
け
で
も
お

役
に
立
た
せ
た
い
と
の
申
出
に
、
内
蔵
助
も
そ
の
好
意
を
謝
し
て
同

行
を
許
し
た
。
玄
達
は
江
戸
で
同
志
の
連
絡
役
と
病
気
の
治
療
に
当

っ
た
。
討
入
り
に
際
し
て
は
全
員
が
、
呼
吸
の
乱
れ
を
防
ぐ
目
的
で

い
き
あ
い

「
息
合
」
の
丸
薬
を
口
に
含
ん
で
戦
っ
た
。
こ
の
薬
を
調
合
し
て
つ

く
っ
た
の
も
玄
達
で
あ
る
。
こ
れ
は
義
挙
勝
因
の
一
つ
で
あ
っ
て
特

筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

内
蔵
助
の
一
行
は
十
月
七
日
京
を
発
っ
た
。
出
発
が
遅
れ
た
の
は

身
辺
そ
の
他
の
整
理
で
過
労
が
続
き
、
も
と
も
と
彼
は
冷
え
症
の
体

質
で
あ
ま
り
頑
丈
な
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
も
や
左
の
腕

に
庁
腫
が
で
き
熱
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
も
や
と
い
う
の
は
前

年
赤
穂
開
城
の
後
で
も
左
腕
（
両
腕
と
も
い
う
）
に
庁
が
で
き
て
寝

込
ん
だ
。
そ
の
時
は
口
分
田
玄
瑞
ら
が
手
当
を
し
た
が
、
今
度
は
玄

渓
が
懸
命
に
療
治
し
て
程
な
く
全
快
し
た
。
因
に
、
赤
穂
で
罹
病
し

た
時
の
様
子
を
岳
父
石
束
源
五
兵
衛
へ
手
紙
で
知
ら
せ
て
い
る
が
、

当
時
の
医
療
水
準
が
何
と
な
く
う
か
が
え
る
文
面
で
あ
る
。

出
発
当
日
、
内
蔵
助
は
見
送
り
に
来
た
身
重
の
愛
妾
お
軽
の
こ
と

を
同
じ
く
見
送
り
に
来
た
玄
渓
へ
托
し
た
が
、
再
び
江
戸
か
ら
手
紙

で
、
生
れ
て
く
る
子
の
将
来
を
頼
み
「
そ
れ
の
桑
が
冥
途
へ
の
さ
わ

り
云
々
」
と
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
内
蔵
助
は
玄
渓
に
は
ど
ん
な

秘
密
で
も
打
ち
明
け
て
い
た
と
見
え
て
、
随
分
と
は
っ
き
り
書
い
た

手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
討
入
り
前
日
に
も
忙
し
い
中
を
長
文
の
手
紙

で
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
吉
田
忠
左
衛
門
、
小
野
寺
十
内
、
原
惣
右

衛
門
、
そ
の
他
の
同
志
か
ら
の
手
紙
も
多
い
。
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討
入
り
後
、
十
二
月
二
十
四
日
付
で
『
討
入
実
況
覚
書
』
を
内
蔵

助
、
原
惣
右
衛
門
、
小
野
寺
十
内
の
連
名
で
一
通
は
玄
渓
へ
、
一
通

は
元
江
戸
詰
藩
医
内
海
道
憶
へ
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
義
士
資
料
中

最
も
信
頼
に
足
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
内
蔵
助
は
別
に

『
討
入
当
日
品
均
を
贈
る
の
状
』
『
討
入
手
分
書
』
『
去
年
以
来
志
浅

深
之
働
之
次
第
』
『
浅
野
内
匠
頭
家
来
口
上
』
な
ど
を
玄
渓
へ
送
っ

た
。
ま
た
前
原
伊
助
は
『
赤
城
盟
伝
』
を
著
わ
し
玄
渓
へ
送
っ
た
。

翌
十
六
年
二
月
三
日
切
腹
の
前
日
に
は
大
石
、
原
、
小
野
寺
連
名
で

絶
筆
を
玄
渓
へ
送
っ
て
い
る
。

宝
永
八
年
（
一
七
二
）
二
月
二
十
日
京
都
に
残
す
。
年
九
十
歳
。

墓
は
長
楽
寺
墓
地
、
頼
山
陽
父
子
の
墓
の
近
く
に
あ
り
、
墓
碑
名
桐

庵
玄
渓
居
士
。
墓
の
前
に
は
先
代
住
職
華
山
和
尚
の
建
立
し
た
碑
文

が
あ
る
。
な
お
三
宅
観
潤
は
『
烈
士
報
警
録
』
を
著
わ
す
に
当
り
、

の
ち
玄
渓
は
、
内
蔵
助
の
委
託
に
応
え
、
遺
族
の
面
倒
を
見
て
回

り
、
遺
児
赦
免
運
動
に
力
を
尽
し
た
。
伝
え
聞
い
た
諸
国
の
大
名

は
、
玄
渓
を
高
禄
で
召
抱
え
ん
と
し
た
が
一
切
固
辞
し
て
受
け
ず

「
人
世
〈
夢
ナ
リ
」
の
感
を
深
く
し
て
住
居
近
く
の
自
然
石
に
『
夢
』

の
字
を
彫
っ
た
と
い
う
。
こ
の
石
は
現
在
、
円
山
公
園
内
に
残
っ
て

い
る
。

玄
渓
に
聰
し
そ
の
正
確
を
期
し
た
と
い
う
。

（
木
下
医
院
）
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